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誰もが生き生きと暮らせる社会の実現                  ●研究動向・成果
 

 

カーナビ等への新たな情報サービス 

の創造を目指して 
－走りやすさマップのカーナビ等への活用に関する共同研究－ 
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１．道路の走りやすさマップについて 

従来の道路地図における道路は、国道・都道府

県道・市町村道などと区分されている。しかし、

各道路の実状に着目すると、道路の走りやすさは、

道路種別のみでは判断できない。 

そこで、ユーザーの視点に立ったサービスレベ

ルを表現する地図として、道路構造上の特性によ

る“走りやすさ”に着目した「道路の走りやすさ

マップ」を作成した。歩道設置状況、車線数、カ

ーブの状況など、走行快適性に影響する構造面の

要因に着目し、M,S,A,B,C,Dの6段階のランクで道

路を色分けしている（図－1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．カーナビ等への活用に関する官民共同研究 

 カーナビゲーションや経路検索Webシステムに

は、複数の種類の情報を関連づけて利用できる特

長がある。ここに道路の走りやすさデータを加え

ると、走行快適性を考慮に入れつつ道路構造以外

の要素も加味した、総合的な経路検索が可能にな

り、交通事故削減、高齢者等の安全運転支援（図

－2）、観光客の利便性向上等の効果が見込まれる。 

しかし、道路の走りやすさマップのデータをカ

ーナビ等へ活用するには、実際にカーナビ等の開

発を行っている民間企業との連携が不可欠である

ため、共同研究を行った。役割分担としては、国

総研は、主に道路の走りやすさデータの収集・提

供、将来のデータ更新方法の検討、社会的効果の

検討などを担当した。民間企業は、道路の走りや

すさデータのカーナビ等への組み込み、ルート検

索機能の開発、ユーザーニーズ把握等を行った。 

 

 

３．国総研における成果 

(1)走りやすさデータ管理Webシステムの構築 

 道路構造の諸要素は、道路の新設や拡幅、歩道

の設置等によって、時々刻々と変化していく。そ

れらを道路の走りやすさデータに迅速に反映し、

維持更新・品質管理を継続的に行っていくため、

データの作成・蓄積・修正・更新・出力・閲覧等

の諸機能を有したツールとして「走りやすさデー

タ管理Webシステム」の構築を行った。 

(2)カーナビ等向けデータの仕様検討および作成 

 共同研究における道路の走りやすさデータは、

カーナビやWebシステムのデータフォーマットと

親和性が高いDRMに関連付けたデータとして提供

することとし、具体的なデータ仕様の検討および

提供データの作成を行った。 

 

４．今後の課題 

共同研究終了後も、データの継続的な維持更新

およびフォローアップを行う予定である。 

 

http://www.nilim.go.jp/lab/qbg/index.htm 

（情報基盤研究室） 

図-1 道路の走りやすさマップ 

図-2 高齢者の安全運転支援イメージ図 
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自律移動支援システムに関する 

技術仕様（案）の策定 
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 国土交通省では、ＩＣタグなどのユビキタス情

報基盤を整備することにより、「移動経路」「交

通手段」「目的地」「周辺施設情報」など、あら

ゆる場面において必要な情報に、「いつでも、ど

こでも、だれでも」アクセスできる環境の構築を

目指す自律移動支援プロジェクトを推進している。

2004年度から全国各地で実証実験が行われており、

2009年度からは、一部の地区より定常的なサービ

スへの移行を目指している。 

 定常的なサービスへの移行にあたっては、地区

間での機器類の互換性を確保したり、サービスに

必要なデータを統一的に収集、蓄積していくため

のルール（仕様）づくりが重要となる。国土技術

政策総合研究所は、学識経験者、民間企業、ＮＰ

Ｏ、国、地方公共団体等、様々なメンバーが参加

する本プロジェクトにおいて、自律移動支援シス

テムに関する技術仕様（案）の策定をはじめ、様々

な技術的課題に対する検討を行う役割を担った。 

��自律移動支援システムの�� 

 自律移動支援システムは、あらゆる場所に、場

所を識別するコードと通信機能を持った機器を張

り巡らせ、サーバ等で別途管理されている情報に、

ユーザーが携帯端末を使いアクセスできるよう構

成されている。システムの概要を図-1に示す。 

 本システムにおいては、コード情報は変更せず、

日々変化を続ける情報はサーバ等で別途管理して

いるため、情報の更新を迅速に行えることが最大

の特徴である。 

��システムの���る��に��� 

 自律移動支援システムの構築にあたっては、シ

ステムの互換性を確保し、利用者の便に配慮する

こと、システムの発展に寄与する技術開発に多く

の人が意欲的に参加できることなどが重要である。

そのため、技術仕様（案）においては、システム

が目指すサービスの対象や内容をできるだけ明確

に示した上で、電波方式、データ形式のように、

最低限共通化すべき仕様のみを規定し、開発者の

創意工夫が期待される事項については、満足すべ

き基礎的要件のみを示しつつ、実証実験等におい

て一定の実用性が確認されている手法を実装例や

参考仕様として併記した。 

 一方で、障害者等への自律移動支援においては、

多くのリスクが存在するのが現実であり、100％完

全なシステムの実現は不可能に近い。システムを

発展させていく上では、構成技術等に不完全さを

残す場合であっても、それらを積極的に活用しな

がら改良していくことが重要である。国土技術政

策総合研究所では、ユーザー等にシステムの特徴、

留意点をあらかじめ示し、それらを踏まえた活用

をすること、既存の案内システムとの併用を考え

ることなど、実現性を高める現実的な対応策を検

討し、技術仕様（案）に記載した。 

 自律移動支援システムに関しては、まだまだ解

決すべき課題が多い。技術仕様（案）が策定され、

定常的サービスへと移行するのを契機に、将来の

インフラのあるべき姿、技術の特性をふまえた活

用のあり方について、今後、さらに議論が深まっ

ていくことを期待している。なお、自律移動支援

プロジェクト、技術仕様（案）等に関する詳しい

情報は、次のホームページに公開している。 

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/jiritsu/index.htm 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/jiritsu/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 自律移動支援システムの概要 
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